
 様式２ 

推薦調書（実装部門） 

表彰区分 指定都市・中核市・施行時特例市等 推薦都道府県 福岡県 

地方公共団体名 北九州市 

取組名称 
北九州市ＤＸ推進プラットフォーム創設、北九州市ロボット・ＤＸ推進セン

ター開所等による市内中小企業のＤＸ支援の加速化 

連携自治体、企

業、団体等 
北九州産業学術推進機構 

デジタルを活用

した取組の概要

（デジタルを活

用した取組の全

体概要と解決す

る個別課題の具

体的内容） 

（種類） ①  
（左記が①の場合

の分野） 
中小企業 

【デジタルを活用した取組の全体概要】 

〇 デジタル化・ＤＸを進めたい市内企業とそれをサポートする企業による

「北九州市ＤＸ推進プラットフォーム」を令和２(2020)年１２月に創設。 

このプラットフォームを基盤として、地域企業のＤＸに向け、専門家によ

る無料相談・現場派遣から人材育成、ＤＸ推進補助金による支援まで切れ目

のない支援を実施。（中小企業経営層向けＤＸ人材育成講座など企業のマイ

ンドセットを強く促す取組みなどにより、着実に中小企業のＤＸが進む） 

また、令和４(2022)年４月、「北九州市ロボット・ＤＸ推進センター」を

設置。同センターとプラットフォームが連携することで、これまで以上に市

内企業のＤＸ推進の支援を加速させる体制を整えた。 

 

【実施に至る経緯・動機】 

〇 全国的に人口減少が進む中、本市においても「中小企業の生産性向上に

よる地域産業の持続的発展」をデジタル技術活用により進めることが重要。 

市内従業者数の８割を占める中小企業の労働生産性は、大企業の半分以下

に留まる。現在の経済活動を維持し、持続的な成長を続けていくためには、

市内中小企業の労働生産性向上が不可欠であるため、デジタル化によって変

革を（ＤＸ）を実現していくことを目指している。 

中小企業の生産性向上による給与水準の向上、デジタル化による魅力的な

仕事の創出、これらにより、若者の地元就職、首都圏等からの移住など地方

創生を進めていく。 

 

【解決する課題の具体的内容】 

〇 市内企業のＤＸ推進に向け「機運醸成」→「準備」→「実践」に至る切

れ目のない支援を実施。 

実施に当たっては、「北九州市ロボット・ＤＸ推進センター」をハブ

に、多くの企業が参画する「ＤＸ推進プラットフォーム」「システムイン

テグレータネットワーク」、大学、高専、スタートアップ企業、首都圏企

業、首都圏デジタル人材など多くの関係者をつないでいき、北九州市で具

体的プロジェクトを自律的に創出される関係性を構築している。 

 



○ 主な具体的事例 

 【機運醸成】 

・北九州市ロボット・ＤＸ推進センター（ワンストップ支援拠点） 

・ＤＸ推進プラットフォーム（代表：ＹＥデジタル） 

  ・ＹＥデジタルによる「生産性見える化システム」「ユーザー・ベンダ

ーマッチングシステム」提供 

  ・九州工業大学による、企業と研究者をつなぐ「マッチングシステム」開発・提供 など 

 【準備】 

  ・市内専門家（市内ＩＴベンダー）による無料伴走支援 

  ・首都圏複業・兼業デジタル人材によるコンサルティング、事業支援 

  ・北九州高専、早稲田大学等による中小企業経営層向けＤＸ人材育成講座開催 

 【実践】・ＤＸ推進補助事業（上限５００万円／件） 

デジタルを活用

した取組による

成果（成果がわ

かるデータ・数

値） 

 【機運醸成】 

・ＤＸ推進プラットフォーム（２３８社まで拡大（当初は１３４社）） 

  ・ロボット・ＤＸ推進センター（令和４年４月開所。中小企業のＤＸ推

進をワンストップで支援） 

  ・九州工業大学による「マッチングシステム」開発・提供 など 

 【準備】 

  ・専門家による無料伴走支援（相談受付１３６件、専門家派遣３７５回） 

  ・首都圏複業・兼業デジタル人材によるコンサルティング、事業支援

（マッチング件数１０件） 

  ・地元中小企業支援にも資するＤＸ関連スタートアップ集積（３８社） 

  ・北九州高専、早稲田大学等による中小企業経営層向けＤＸ人材育成ス

クール開催（３年間で５６社・６３名の中小企業経営層が受講） 

 【実践】 

  ・ＤＸを推進する市内企業に対する補助事業（２年間で７３社を採択） 

本取組の特徴的

な点やデジタル

の活用において

工夫した点 

・「ＤＸによる中小企業の生産性向上・企業の成長」つまり「働いて楽しい企

業」と変革することで、「若者の地元就職、首都圏等からの移住」など地方

創生につなげる 

・切れ目のない支援体制の構築、重点予算化することで実効性を担保 

・市の外郭機関「北九州産業学術推進機構 ロボット・ＤＸ推進センター」を

産学官連携のハブとして、大学・高専、市内デジタル関連企業・金融機関、

首都圏等企業・人材を巻き込み、そしてつなぎ、市内企業のＤＸを推進 

・「見える化システム」「マッチングシステム」など新たなチャレンジを続ける 

・市内だけでなく首都圏のリソースも活用し、市内企業のＤＸを加速 

今後の展望 

・ＤＸに先駆的に取り組む企業を市内企業のモデルとして表彰する認定制度の創設 

・ＤＸに取り組む企業だけでなく、ＤＸ推進をサポートする企業（人材育成ス

クール実施企業など）に対する補助制度も創設する。首都圏複業・兼業デジ

タル人材の活用などで、実践的なノウハウを全国から募ることにより、市内

企業のＤＸ加速につなげるとともに、産業ＤＸのメッカを目指す 



「北九州市の中小企業向けＤＸ推進施策 全体像」概要図  

 

 

 



補足１ 「北九州市ＤＸ推進プラットフォーム」「北九州市ロボット・ＤＸ推進センター」概要  

 

 

 



補足２ 「無料伴走支援」概要  

 

 

 



補足３ 「デジタル人材育成」概要  

 

 

 



補足４ 「ＤＸ推進補助金」概要  

 

 

 



補足５ 北九州市内企業のＤＸ好事例（１）  

 

 

 



補足６ 北九州市内企業のＤＸ好事例（２）  

 

 

 
 



補足７ 「第１回 日経 自治体ＤＸアワード」概要  

 

 

 


